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第１章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

 

１．環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7 条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を

求めるため、環境影響評価方法書を作成した旨及びその他事項を公告し、環境影響評

価方法書及び要約書を公告の日から起算して 35日間縦覧に供した。 

 

（１） 公告の日 

平成 25年 3月 29日（金） 

 

（２） 公告の方法 

① 平成 25年 3月 29日（金）付けの愛媛県公報「愛媛県報」に「公告」を掲載し

た。                       （ 別紙－１ 参照 ） 

② 上記の公告に加え、次の「お知らせ」を実施した。 

・平成 25年 3月 29日（金）付けで、以下の日刊新聞紙に掲載した。 

（ 別紙－２ 参照 ） 

  愛媛新聞（朝刊 16面） 

  朝日新聞（朝刊 25面、愛媛版） 

  読売新聞（朝刊 29面、愛媛版） 

  毎日新聞（朝刊 26面、愛媛版） 

・当社ホームページに平成 25年 3月 29日（金）から平成 25年 5月 16日（木）

まで掲載した。                  （ 別紙－３ 参照 ） 

 

（３） 縦覧場所 

自治体庁舎 3 箇所、当社施設 1 箇所の計 4 箇所及びインターネットの利用によ

る電子縦覧を実施した。 

① 自治体庁舎 

・愛媛県庁   環境政策課  （松山市一番町四丁目 4番地 2） 

・新居浜市役所 環境保全課  （新居浜市一宮町一丁目 5番 1号） 

・西条市役所  環境衛生課  （西条市明屋敷 164番地） 

② 住友共同電力株式会社本社 

・当社本社事務所       （新居浜市磯浦町 16番 5号） 

③ インターネットの利用による電子縦覧 

当社ホームページに環境影響評価方法書の内容を掲載した。 

                         （ 別紙－４ 参照 ） 
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（４） 縦覧期間 

平成 25年 3月 29日（金）から平成 25年 5月 2日（木）までとした。  

平日の 9時から 17時までとし、当社本社及び当社ホームページでは、さらに縦

覧期間終了後も平成 25年 5月 16日（木）まで閲覧可能とした。  

インターネットの利用による電子閲覧は、縦覧期間中には常時アクセス可能な

状況とした。 

 

（５） 縦覧者数（縦覧者記録用紙記載者数）         （ 別紙－５ 参照 ） 

総数               41名 [100部] 

    （内訳） 

① 自治体庁舎 

・愛媛県庁   環境政策課  2名 [5部] 

・新居浜市役所 環境保全課  5名 [19部] 

・西条市役所  環境衛生課  6名 [5部] 

② 住友共同電力株式会社本社 

・当社本社事務所       28名 [71部] 

③ インターネットの利用による電子縦覧 

当社ホームページへのアクセス数は 1,535回であった。 

 

 注：[  ]内の数値は、当社が作成し縦覧場所に備え付けた「環境影響評価方法書

のあらまし」の持ち帰り部数である。 

 

 

２．環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 7条の 2の規定に基づき、環境影響評価方法書の記載事項を

周知するための説明会を開催した。 

説明会の開催の公告は、環境影響評価方法書の縦覧等に関する公告と同時に行った。 

 

開催地区 開催日時 開催場所 来場者数 

新居浜市 
平成 25年 4 月 22日（月） 

18 時 30分から 20時 10分まで 

新居浜市市民文化センター 

（新居浜市繁本町 8番 65号） 
18名 

西条市 
平成 25年 4 月 23日（火） 

18 時 30分から 20時 10分まで 

西条市総合文化会館 

（西条市神拝甲 79番地 4） 
13名 
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３．環境影響評価方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8条の規定に基づき、環境の保全の見地からの意見を有する

者の意見書の提出を受け付けた。 

 

（１） 意見書の提出期間 

平成 25年 3月 29日（金）から平成 25年 5月 16日（木）まで 

（縦覧期間及びその後 2週間とし、郵送受付は当日消印有効とした。） 

 

（２） 意見書の提出方法 

① 当社への郵送による書面の提出            （ 別紙－６ 参照 ） 

② 説明会での質問票の提出              （ 別紙－７ 参照 ） 

 

（３） 意見書の提出状況 

・郵送による意見書 0通（意見数 0件） 

・説明会での質問票の提出 6件（質問数 6件） 
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第２章 環境影響評価方法書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要とこ

れに対する当社の見解 

 

「環境影響評価法」第 8条第 1項の規定に基づいて、当社に対して意見書の提出

により述べられた環境の保全の見地からの意見は 6件（6人）であった。 

 

「環境影響評価法」第 9条及び「電気事業法」第 46条の 6第 1項の規定に基づく、

環境影響評価方法書についての意見の概要並びにこれに対する当社の見解は、次の

とおりである。 
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     環境影響評価方法書について提出された意見の概要と当社の見解 

 

（１）事業計画 

№ 意見の概要 当社の見解 

1 桟橋は既存の港湾計画を利用とある

が、もう少し詳しく教えて下さい。 

公共事業により桟橋が作られるとい

う意味ですか。 

 

桟橋の建設については、今回のアセスの

対象ではないものの、当社が愛媛県の東予

港港湾計画に沿って適切に設置する計画で

す。 

 

2 桟橋の建設計画があるが、桟橋は今

回のアセスの対象なのか。 

過去に策定された港湾計画があれば

アセス不要なのか。それとも、今回新

たにアセスを行うのか。 

 

3 桟橋建設に伴って浚渫などの海域に係

る工事を行うのか。 

 

桟橋の建設については、当社が愛媛県の

東予港港湾計画に沿って設置する計画で

す。なお、桟橋建設に伴い、浚渫工事を実

施する計画はありません。 

 

4 ＬＮＧの調達について検討している

ことがあれば教えて頂きたい。産地、

数量他 

現時点では、ＬＮＧの調達先は確定して

いませんが、燃料使用量は年間 23万 t程度

を見込んでおります。 

 

5 方法書にＬＮＧ消費量が年間約 23

万 t(天然ガス換算で 97%利用)とあっ

たが、設備の利用率はどの程度を見込

んでいるか。 

 

 

設備の利用率は 97%を見込んでおりま

す。方法書に記載の発電用燃料の年間使用

量は、設備利用率 97%における天然ガスの

換算値です。 
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（２）大気関係 

№ 意見の概要 当社の見解 

1 「方法書のあらまし」の「はじめに」

の章に、「二酸化炭素削減の観点から発

電効率に優れているコンバインドサイ

クル発電設備を採用する」との記載が

ありますが、北火力発電所の建設が二

酸化炭素の削減にはつながらないと思

います。説明にあった通り、CO2排出原

単位は小さくなると思いますが、排出

量は増えるだけではないでしょうか。 

今回の北火力発電所に相当する分、

西火力や東火力の古い設備の稼働をや

めないと環境への影響は現状より悪化

すると思います。古い設備は廃止しな

いのですか。 

同じことは窒素酸化物についても言

えます。北火力の建設によって新たに

オキシダントなどの大気汚染が発生す

ることが懸念されます。 

本設備では、発電用燃料として相対的に

二酸化炭素排出量の少ないＬＮＧを使用す

ること、また、最新鋭のコージェネレーシ

ョンシステムと発電効率に優れたコンバイ

ンドサイクル発電方式を組み合わせること

により、CO2 排出原単位は 0.3kg- CO2/kWh

（送電端）程度の見込みですが、当社全体

の排出量は将来の需要により増減します。 

なお、既存設備については、現時点で廃

止は予定しておりません。今後の需要・経

済状況や各設備の劣化状況などを見なが

ら、最適な設備計画を策定していくことと

しております。 

窒素酸化物については、排出量の低減対

策として、低 NOX 燃焼器を採用し、排煙脱

硝装置を設置することにより、煙突出口の

窒素酸化物濃度は発電所アセスにおいて最

高水準の濃度 5ppm※で計画しております。

そのため、光化学オキシダントの原因物質

のひとつである窒素酸化物の排出量は十分

少ないものと考えております。 

 

※O2＝16％換算濃度 
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（ 別紙－１ ） 

 

愛媛県公報「愛媛県報」に掲載した公告内容 

 

○ 平成 25年 3月 29 日（金）掲載 
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（ 別紙－２ ） 

 

日刊新聞紙に掲載したお知らせ 

 

○ 平成 25年 3月 29 日（金）掲載 

・愛媛新聞（朝刊 16面） 

・朝日新聞（朝刊 25面、愛媛版） 

・読売新聞（朝刊 29面、愛媛版） 

・毎日新聞（朝刊 26面、愛媛版） 
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（ 別紙－３ ） 

 

当社ホームページに掲載したお知らせ 

 

○ 平成 25年 3月 29 日（金）から平成 25年 5月 16日（木）まで掲載 
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- 11 - 
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【 添付資料 】 
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（ 別紙－４ ） 

 

当社ホームページに掲載した環境影響評価方法書の内容 

 

○ 平成 25年 3月 29 日（金）から平成 25年 5月 16日（木）まで掲載 
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（ 別紙－５ ） 

 

縦覧場所に設置した縦覧者記録用紙 

 

 

 



- 20 - 

 

（ 別紙－６ ） 

 

郵送による意見書（様式） 
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（ 別紙－７ ） 

 

住民説明会での質問票（様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


